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一　

は
じ
め
に
―
文
明
の
「
民
謡
」
論
の
特
異
さ

　

歌
人
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
し
ば
し
ば
斎
藤
茂
吉
が
議

論
の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
茂
吉
と
と
も
に
戦
前
戦
中
の
ア
ラ
ラ
ギ
を
率

い
、
戦
後
は
四
十
年
近
く
に
も
渡
っ
て
ア
ラ
ラ
ギ
同
人
を
指
導
し
続
け
た

土
屋
文
明（

（
（

〔
一
八
九
〇
―
一
九
九
〇
〕
が
話
題
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。

　

し
か
し
、
彼
は
戦
争
を
称
揚
す
る
歌
や
言
説
を
多
く
発
表
し
、
日
本
文

学
報
国
会
の
短
歌
部
幹
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
軍
国
主
義
に
加
担
し
て
い

た
。
実
際
、
戦
後
す
ぐ
に

大
き
な
る
真
の
道
は
二
つ
な
し
い
ま
こ
そ
立
た
め
新
し
き
日
本

�

（「
新
し
き
日
本
」）

と
詠
ん
だ
文
明
は
、
二
宮
冬
鳥
（
一
九
四
六
）
に
「
戦
争
中
の
日
本
を
正

の
象
徴
で
あ
る
と
す
る
や
う
な
歌
を
作
つ
て
ゐ
た
人
が
、
か
う
い
ふ
具
合

に
簡
単
に
悟
を
開
き
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
不
思
議
で
し
か
た
が
な
い
」
と

糾
弾
さ
れ
て
い
る
。
当
時
歌
壇
を
席
巻
し
て
い
た
ア
ラ
ラ
ギ
に
お
い
て
指

導
的
立
場
に
い
た
彼
の
行
動
や
発
言
・
思
想
は
、
歌
壇
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
歌
人
が
担
っ
た

役
割
を
考
え
る
う
え
で
、
文
明
は
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
文
明
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
点
の
一
つ
に
、
彼
の
『
萬
葉
集
』

研
究
が
あ
る
。
文
明
は
、戦
前
戦
中
と
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
「
萬
葉
集
研
究
」

や
「
萬
葉
紀
行
」
と
い
っ
た
研
究
成
果
を
発
表
し
続
け
て
お
り
、
戦
後
ま

も
な
く
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
し
て
『
萬
葉
集
』
全
歌
に
亙
る
注
釈
書

『
萬
葉
集
私
注（

（
（

』
の
刊
行
を
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
戦
前
戦
中
の
文
明
を

正
確
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
歌
人
と
し
て
の
仕
事
の
み
で
な
く
、

『
萬
葉
集
』
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
対
峙
し
て
い
た
の
か
も
問
題
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
彼
が
『
萬
葉

集
』
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
を
、『
私
注
』
が
作
者

土
屋
文
明
の
「
民
謡
」
論

榎　

戸　

渉　

吾
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未
詳
歌
を
特
定
の
個
人
に
よ
る
詠
作
と
考
え
ず
に
、
集
団
的
な
経
験
・
感

情
が
発
露
し
た
「
民
謡
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
点
に
着
目
し
考
え

て
み
た
い
。

　

文
明
の
「
民
謡
」
論
が
端
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
私
注
』
の

巻
十
一
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
る
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
）。

　

此
の
巻
第
十
一
、
及
び
巻
第
十
二
は
、
巻
第
十
四
の
東
歌
と
共
に
、

集
中
の
代
表
的
な
民
謡
集
と
見
て
よ
い
。
巻
第
七
以
来
見
え
来
つ
た

作
者
未
詳
の
諸
作
は
、
多
く
は
民
謡
と
見
な
し
て
差
支
な
い
も
の
で

あ
ら
う
が
、
民
謡
と
し
て
の
性
格
を
最
も
は
つ
き
り
と
具
へ
た
も
の

は
上
記
三
巻
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
に
民
謡
と
い
ふ
の
は
、

特
定
個
人
の
製
作
で
な
く
、
民
族
心
、
社
会
心
、
一
般
に
集
団
意
識

と
称
す
べ
き
も
の
の
表
現
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
実
際
は
名
を
か
く
さ

れ
た
個
人
の
手
に
よ
つ
て
表
現
を
与
へ
ら
れ
る
場
合
が
あ
つ
て
も
、

か
ふ
い
ふ
作
品
は
、
そ
の
個
人
の
経
験
を
主
と
し
た
も
の
で
な
く
、

又
は
個
人
的
立
場
の
意
味
よ
り
、
集
団
の
経
験
と
し
て
の
意
味
が
強

い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
以
上
三
巻
に
見
ら
れ
る
諸
作
品
は
、
最
初
は

或
る
個
人
に
よ
つ
て
表
現
を
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
も
、
社
会
の
共
同

文
化
財
と
し
て
伝
播
流
行
す
る
間
に
、
集
団
意
識
か
ら
の
、
数
知
れ

ぬ
協
力
、
改
変
、
進
展
を
受
け
て
、
現
在
の
形
に
到
達
し
た
も
の
で

あ
ら
う
。�

（『
私
注
』
六
、三
―
四
頁
）

文
明
は
「
民
謡
」
を
集
団
意
識
が
作
り
出
し
た
表
現
の
歌
で
あ
る
と
定
義

づ
け
、
巻
十
一
・
十
二
・
十
四
を
そ
う
し
た
歌
が
収
載
さ
れ
た
「
集
中
の
代

表
的
な
民
謡
集
」
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
巻
十
四
の
東
歌
に
つ
い
て
は
、
品
田
悦
一
（
二
〇
〇
五
）

に
よ
れ
ば『
私
注
』が
刊
行
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
ご
ろ
に
は
こ
れ
を「
民

謡
」
と
捉
え
る
見
方
が
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
お
り
、『
私
注
』
の
立
場
は
珍

し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、巻
十
一
・
十
二
の
歌
に
「
民
族
心
」・

「
社
会
心
」・「
集
団
意
識
」
が
表
れ
た
「
集
団
の
経
験
」
を
積
極
的
に
見

出
そ
う
と
す
る
の
は
『
私
注
』
の
特
異
な
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、同
時
代
の
注
釈
書
で
は
、巻
十
一
・
十
二
の
歌
を
積
極
的
に「
民

謡
」
と
は
認
め
な
い
立
場
が
目
立
つ
。
武
田
祐
吉
（
一
九
五
〇
）
は
『
萬

葉
集
全
註
釈
』
で
巻
十
一
・
十
二
の
歌
を
「
作
品
の
風
格
は
、
民
謡
風
の

歌
も
見
出
さ
れ
る
が
、
大
体
に
於
い
て
は
、
都
会
人
の
作
品
ら
し
く
、
伝

統
と
し
て
民
謡
性
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」（
六

頁
）
と
曖
昧
な
表
現
で
捉
え
る
。
ま
た
、佐
佐
木
信
綱（
一
九
五
一
）も『
評

釈
萬
葉
集
』
で
「
し
か
し
て
そ
の
多
く
は
、
当
時
の
民
謡
と
思
は
れ
る
も

の
も
あ
り
、
ま
た
広
く
人
口
に
膾
炙
さ
れ
た
歌
も
存
し
た
ら
し
く
、
巻
四

そ
の
他
に
、
模
倣
と
考
へ
ら
れ
る
歌
が
散
見
す
る
」（
二
六
六
頁
）
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

（
（

。

　

文
明
自
身
、「
私
注
に
於
い
て
い
く
ら
か
違
つ
た
解
釈
や
評
価
が
出
て

来
る
の
は
、
本
巻
の
如
き
作
者
未
詳
歌
の
、
民
謡
た
る
性
格
を
強
く
認
め

た
為
に
外
な
ら
な
い
」（『
私
注
』
六
、四
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
点
を
他
の
注

釈
書
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
特
色
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
姿
勢
は
、
文
明
が
初
め
て
『
萬
葉
集
』
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
た

「
萬
葉
集
中
民
謡
の
研
究
」
で
つ
と
に
示
さ
れ
て
い
た
。

　
『
萬
葉
集
』
研
究
の
出
発
か
ら
見
解
を
一
貫
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
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文
明
が
作
者
未
詳
歌
を
「
民
謡
」
と
捉
え
た
点
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
彼
の
学
生
時
代
前
後
の

学
び
、
特
に
三
井
甲
之
及
び
ヴ
ン
ト
心
理
学
の
影
響
を
中
心
に
検
討
し
、

彼
の
『
萬
葉
集
』
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
文
明
の
思
想
に
つ
い
て
基
礎
的

考
察
を
成
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
を
戦
争
期
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
な
文

明
像
を
構
築
す
る
た
め
の
出
発
点
と
し
た
い
。

二　

三
井
甲
之
を
通
し
た
『
萬
葉
集
』
と
の
出
会
い

　

文
明
が
『
萬
葉
集
』
を
本
格
的
に
読
み
始
め
た
の
は
、
中
学
四
年
生

（
十
八
歳
）
の
時
で
あ
っ
た（

（
（

。
も
と
も
と
購
読
し
て
い
た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

の
広
告
で
三
井
甲
之
〔
一
八
八
三
―
一
九
五
三
〕
主
催
の
『
ア
カ
ネ
』
を

知
り
、
甲
之
の
連
載
を
読
ん
で
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
に
読
み
始
め

た
と
い
う
。
歌
は
暗
記
す
る
ほ
ど
読
み
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
学
ん

だ
文
明
は
、
甲
之
の
連
載
に
見
え
た
『
萬
葉
集
略
解
』
を
用
い
て
巻
一
か

ら
四
ま
で
の
す
べ
て
の
歌
、
そ
し
て
巻
十
一
・
十
二
か
ら
何
首
か
の
歌
を
、

長
大
な
長
歌
を
除
い
て
二
、三
か
月
の
う
ち
に
暗
記
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
後
に
『
略
解
』
を
手
放
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
際
に
も
、
新

た
に
『
萬
葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
や
は
り
甲
之
の
連
載
に
言
及
さ

れ
て
い
た
歌
学
全
書
本
（
博
文
館
）
を
買
い
求
め
て
い
る
。

　

文
明
は
、
甲
之
の
『
萬
葉
集
』
論
は
『
ア
カ
ネ
』
の
中
で
も
「
い
ち
ば

ん
印
象
的
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
、
東
京
帝
国
大
学
で
専
攻
と
し
て
心
理

学
を
選
ん
だ
の
に
も
甲
之
の
影
響
が
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
（「
折
り
折
り

の
人　

三
井
甲
之
」）。
こ
の
よ
う
に
、
文
明
は
甲
之
に
導
か
れ
な
が
ら
『
萬

葉
集
』
を
読
み
始
め
た
と
言
っ
て
良
い
が
、
甲
之
は
『
ア
カ
ネ
』
上
で
い

か
な
る
『
萬
葉
集
』
論
を
展
開
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

三
井
甲
之
（
本
名
甲
之
助
）
は
根
岸
短
歌
会
に
加
わ
り
、
伊
藤
左
千
夫

に
師
事
し
た
歌
人
。
経
営
悪
化
や
長
塚
節
・
左
千
夫
間
の
考
え
方
の
違
い

に
よ
っ
て
終
刊
し
た
『
馬
酔
木
』
の
後
を
承
け
る
も
の
と
し
て
、
新
た
な

機
関
誌『
ア
カ
ネ
』の
編
集
を
任
さ
れ
た
の
が
甲
之
で
あ
っ
た（
一
九
〇
八

年
〈
明
治
四
十
一
年
〉）。
し
か
し
、『
ア
カ
ネ
』
創
刊
間
も
な
く
か
ら
編

集
方
針
な
ど
へ
の
不
満
が
同
人
に
広
が
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
前
年
に
左
千

夫
が
森
鷗
外
の
観
潮
楼
歌
会
に
与
謝
野
鉄
幹（
明
星
）や
佐
佐
木
信
綱（
心

の
花
）
ら
と
と
も
に
出
席
し
た
こ
と
に
対
し
、
甲
之
が
激
し
い
批
判
を
加

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
千
夫
と
甲
之
と
の
確
執
が
表
面
化
し
た
。

一
九
〇
八
年
十
月
に
は
、
左
千
夫
が
『
阿
羅
々
木
』
を
創
刊
し
た
た
め
甲

之
と
の
対
立
が
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
も
の
の
両
者
は
和
解
案
を
出
し
合

い
関
係
修
復
を
模
索
す
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
九
年
六
月
に
民
部
里
静
宅

に
お
け
る
臨
時
歌
会
の
席
上
で
、
左
千
夫
・
甲
之
・
茂
吉
ら
の
間
で
論
争

が
起
こ
り
、
決
裂
し
た
（
以
上
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
研
究
室
〈
一
九
九
七
〉
に

よ
る
）。

　

文
明
は
、中
学
校
在
学
中
か
ら
蛇
床
子
の
名
で
『
ア
カ
ネ
』
に
短
歌
・
詩
・

小
説
・
叙
事
文
な
ど
を
精
力
的
に
投
稿
し
て
い
た
縁
も
あ
り
、
中
学
卒
業

後
は
左
千
夫
宅
に
寄
食
す
る
。
文
明
が
移
っ
て
き
た
一
九
〇
九
年
四
月
は

甲
之
・
左
千
夫
間
の
対
立
が
最
も
激
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
第
二
巻
第
四
号
（
一
九
〇
九
年
五
月
）
に
短
歌
六
首
を
投
稿
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
九
年
七
月
に
一
時
休
刊
す
る
ま
で
文
明
が
『
ア
カ
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ネ
』
を
読
ん
で
い
た
の
は
確
実
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

創
刊
か
ら
一
時
休
刊
ま
で
の
『
ア
カ
ネ
』
に
お
け
る
甲
之
の
『
萬
葉
集
』

関
連
の
投
稿
は
、「
和
歌
入
門
」
と
題
す
る
連
載
が
十
回
二
十
章
、
寄
稿

が
十
一
本
で
あ
る（

（
（

。
う
ち
、第
一
巻
第
八
号
（
一
九
〇
八
年
九
月
）
の
「
萬

葉
集
中
の
民
謡
」
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。

　

甲
之
は
、
巻
十
一
・
十
二
の
歌
は
「
す
べ
て
民
謡
の
体
也
」
と
し
、「
民

謡
的
和
歌
は
一
定
の
場
合
に
あ
る
定
ま
れ
る
作
者
が
よ
め
る
と
い
ふ
よ
り

も
一
般
的
の
場
合
を
う
た
へ
る
も
の
多
く
、（
中
略
）
個
人
の
思
想
感
情

よ
り
も
一
般
的
国
民
性
を
あ
ら
は
し
、
直
接
感
情
よ
り
も
一
般
的
真
理
を

う
た
ひ
、
或
は
穿
ち
と
な
り
或
は
言
語
上
の
遊
戯
を
弄
す
る
に
至
る
」
と

述
べ
る
（
三
井
甲
之
〈
一
九
〇
八
ｃ
〉、
一
四
頁
）。

　

例
え
ば
、

恋
ひ
死
な
む
後
は
何
せ
む
吾
命
生
け
る
日
に
こ
そ
見
ま
く
欲
り
す
れ

�

（
巻
十
一
・
二
五
九
二
）

の
正
述
心
緒
歌
を
を
あ
げ
、「
直
覚
的
印
象
を
た
つ
と
ぶ
詩
的
国
民
の
声
」

を
見
出
す
（
一
四
頁
）。
さ
ら
に
、

雲
だ
に
も
し
る
く
し
立
た
ば
な
ぐ
さ
め
に
見
つ
ゝ
し
ぬ
ば
む
た
ゞ
に

あ
ふ
ま
で
に�

（
巻
十
一
・
二
四
五
二　

柿
本
人
麻
呂
歌
集
）

な
ど
を
掲
げ
、「
思
を
物
に
寄
せ
て
感
情
を
瀰
散
」
さ
せ
る
傾
向
や
、
物

を
媒
介
に
し
て
恋
人
を
思
い
出
す
よ
す
が
と
す
る
「
記
念
と
い
ふ
考
」
を

見
出
し
た
（
一
五
頁
）。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
抒
情
詩
」
か
ら
だ
ん
だ
ん

と
「
感
情
」
が
離
れ
て
い
き
、「
思
想
的
」・「
哲
学
的
」
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
一
方
で
「
複
雑
な
る
光
景
及
活
動
せ
る
働
作
」
を

描
く
「
写
実
」
の
歌
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
一
八
―

一
九
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
巻
十
一
・
十
二
の
歌
を
「
民
謡
」
と
し
、
そ
こ
に
個
人
の

思
想
・
感
情
で
は
な
く
「
一
般
的
国
民
性
」
や
「
一
般
的
真
理
」
が
表
れ

て
い
る
と
す
る
点
は
、
先
に
見
た
『
私
注
』
の
「
民
謡
」
論
と
極
め
て
類

似
し
て
い
る
。
両
者
の
直
接
の
影
響
関
係
を
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

文
明
は
甲
之
に
導
か
れ『
萬
葉
集
』を
読
み
始
め
た
。
特
に
甲
之
の「
民

謡
」
論
は
文
明
の
「
民
謡
」
論
の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
し
か
し
、
甲
之
の
文
明
へ
の
影
響
は
『
萬
葉
集
』
の
捉
え
方

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
甲
之
の
思
想
・
学
問
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
心
理
学
も

ま
た
、
文
明
は
甲
之
に
導
か
れ
る
形
で
学
び
、
自
ら
の
歌
論
・『
萬
葉
集
』

論
の
基
盤
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
心
理
学
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
文
明
の
帝
大
在
学
中
か
ら

卒
業
直
後
の
活
動
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三　

ヴ
ン
ト
心
理
学
と
文
明

　

文
明
が
ど
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
た
の
か
を
見
る
前
に
、
甲
之
が
学
ん

だ
心
理
学
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

甲
之
の
『
萬
葉
集
』
研
究
の
主
眼
は
、
三
井
（
一
九
〇
九
）
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
歌
風
の
時
代
的
変
遷
の
解
明
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
甲
之
は
、『
萬
葉
集
』
の
代
表
的
歌
人
の
作
風
の
検
討
を
と
お
し
て
、
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抒
情
詩
的
和
歌
か
ら
叙
景
的
和
歌
や
思
想
的
和
歌
へ
発
展
し
、
さ
ら
に
時

代
が
下
る
に
つ
れ
外
界
か
ら
の
刺
激
を
そ
の
ま
ま
詠
む
の
で
は
な
く
、
冷

静
に
自
ら
の
感
情
を
分
析
し
機
知
的
に
詠
む
傾
向
を
見
出
し
た
。
作
者
未

詳
歌
で
あ
る
「
民
謡
」
は
、
代
表
的
歌
人
の
作
風
が
こ
の
よ
う
な
時
代
的

変
遷
を
遂
げ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、「
民
謡
」
内
部
で
も
同
様
の
発

展
が
見
ら
れ
、
部
分
的
に
は
作
者
判
明
歌
を
超
え
る
歌
も
あ
る
と
い
う
こ

と
を
述
べ
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
甲
之
の
『
萬
葉
集
』
の
研
究
姿
勢
は
、
東
京
帝
大
文
科
大
学

和
文
学
科
の
卒
業
論
文
に「
心
理
学
ノ
確
実
ナ
ル
基
礎
ニ
立
ツ
ヲ
ツ
ト
メ
」

た
も
の
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
と
お
り
（
三
井
〈
一
九
〇
七
〉、五
三
八
頁
）、

心
理
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
木
下
宏
一
（
二
〇
一
八
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
心
理
学
と
は
具
体
的
に
は
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ

ン
ト
〔
一
八
三
二
―
一
九
二
〇
〕
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
個
人
心
理
学
で

あ
っ
た
と
い
う
。甲
之
は
帝
大
在
学
中
に
、嘱
託
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
松
本
亦
太
郎
〔
一
八
六
五
―
一
九
四
三
〕
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。

松
本
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
ヴ
ン
ト
に
直
接
師
事
し
た
こ
と
も
あ
る
人

物
で
、
彼
か
ら
ヴ
ン
ト
心
理
学
を
学
び
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
甲
之
は
、

後
々
ま
で
国
文
学
研
究
や
思
想
展
開
に
お
い
て
こ
の
ヴ
ン
ト
心
理
学
を
た

び
た
び
援
用
し
、
客
観
性
・
普
遍
性
の
拠
り
所
と
し
た
。

　

ヴ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
不
分
明
だ
っ
た
学
問
領
域
を
自
然
科
学
・
精
神

科
学
の
二
つ
に
分
け
、
後
者
を
心
理
学
と
し
、
自
然
科
学
と
並
立
す
る
精

神
科
学
の
中
心
分
野
と
し
て
体
系
化
し
た
。
彼
の
心
理
学
は
、
個
人
の
意

識
を
対
象
と
す
る
個
人
心
理
学
と
、
自
然
発
生
的
な
人
間
集
団
（
民
族
）

の
精
神
的
産
物
を
対
象
と
す
る
民
族
心
理
学
と
に
大
別
で
き
る
。
個
人
心

理
学
（
実
験
心
理
学
）
は
、
自
己
観
察
（
内
観
）
を
用
い
て
意
識
、
す
な

わ
ち
「
直
接
経
験
」（
＝
主
観
的
に
捉
え
た
経
験
）
を
観
察
・
分
析
し
て
、

そ
こ
に
見
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
要
素
を
分
解
、
再
構
築
す
る
こ
と
で
意

識
本
来
の
あ
り
様
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
意
識

に
入
り
込
ん
で
く
る
様
々
な
刺
激
の
う
ち
、
他
に
比
較
し
て
よ
り
明
瞭
に

知
覚
す
る
心
的
表
象
の
働
き
を
「
統
覚
」
と
名
付
け
た（

（
（

。

　

甲
之
の
言
説
に
即
し
て
述
べ
よ
う
。『
ア
カ
ネ
』
第
一
巻
第
四
号
の
「
柿

本
人
麿
の
生
活
と
作
歌
」
に
お
い
て
（
三
井
〈
一
九
〇
八
ａ
〉）、人
麻
呂
は
「
内

に
異
常
な
る
感
情
の
振
動
を
潜
め
て
之
を
客
観
的
対
象
に（
マ
マ
）散
せ
し
め
、

無
限
の
変
化
を
極
む
る
景
の
転
変
を
叙
し
人
生
の
悠
忽
を
暗
示
す
る
の
詩

人
的
客
観
性
を
有
す
る
も
の
」（
四
頁
）
と
評
価
し
、
そ
の
作
歌
に
つ
い
て

「
外
よ
り
得
た
る
智
識
を
自
己
直
接
の
経
験
に
よ
り
て
統
一
し
た
る
と
き

詩
歌
は
制
作
せ
ら
る
ゝ
也
」（
七
頁
）
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、人
麻
呂
は
様
々

な
外
界
か
ら
の
刺
激
を
「
直
接
経
験
」
に
よ
っ
て
統
一
し
、
そ
れ
を
直
接

そ
の
ま
ま
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
純
抒
情
詩
的
和
歌
」
を
完
成
さ
せ
た

歌
人
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
を
統
一
す
る
作
用
が「
統
覚
」

で
あ
り
、
甲
之
は
そ
れ
を
端
的
に
表
出
す
る
「
直
接
経
験
」
の
語
り
こ
そ

が
あ
ら
ゆ
る
文
芸
の
理
想
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
甲
之
が
ヴ
ン
ト
心
理
学
に
傾
倒
し
た
の
は
松
本

の
講
義
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
松
本
は
当
時
京
都
帝
大
の
教
授
で
あ
り
、

東
京
帝
大
で
は
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
か
ら
一
九
〇
六
年
（
明

治
三
十
九
年
）
ま
で
嘱
託
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た
。
甲
之
が
授
業
を
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受
け
た
の
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）

十
二
月
に
当
時
心
理
学
研
究
室
を
主
宰
し
て
い
た
元
良
勇
次
郎

〔
一
八
五
八
―
一
九
一
二
〕
が
逝
去
す
る
と
、
そ
の
翌
年
に
は
、
松
本
が

後
任
と
し
て
東
京
帝
大
に
教
授
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

松
本
が
赴
任
し
た
の
と
同
年
、
同
じ
く
ヴ
ン
ト
に
直
接
師
事
し
た
こ
と
が

あ
る
桑
田
芳
蔵
〔
一
八
八
二
―
一
九
六
七
〕
が
嘱
託
講
師
と
し
て
赴
任
し
、

ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学
の
講
義
を
担
当
し
た
（
以
上
、
東
京
大
学
百
年
史
編
集

委
員
会
〈
一
九
八
六
〉、
八
二
三
―
八
二
五
頁
）。
一
九
一
三
年
か
ら
の
東
京
帝
大

は
、
ヴ
ン
ト
心
理
学
に
厚
い
体
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
年
に
哲
学
科
に
入
学
し
た
の
が
文
明
で
あ
っ
た
。
二
年
次

に
は
心
理
学
専
攻
に
進
ん
で
お
り
、
文
明
が
松
本
・
桑
田
両
名
の
授
業
を

受
け
て
い
た
の
は
確
実
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
文
明
が
ヴ
ン
ト
心
理
学

に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
述
作
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の（

（
（

、
彼
の
在
学
中

の
創
作
活
動
や
歌
論
に
は
ヴ
ン
ト
心
理
学
の
影
響
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
。

　

在
学
中
の
文
明
は
短
歌
か
ら
は
や
や
距
離
を
置
き
、
芥
川
龍
之
介
や
菊

池
寛
ら
と
と
も
に
第
三
次
新
思
潮
に
参
加
し
、
井
出
説
太
郎
の
筆
名
で
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
戯
曲
「
雪
来
る
前
」（
第
三
次
『
新
思
潮
』
創

刊
号
・
二
、一
九
一
四
）、
小
説
「
妹
の
こ
と
」（
創
刊
号
・
四
）、
小
説
「
従

姉
―
―
或
る
男
の
物
語
か
ら
―
―
」（
創
刊
号
・
五
）、小
説
「
桑
の
実
」（
創

刊
号
・
七
）、
小
説
「
誘
惑
」（
創
刊
号
・
八
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
雪
来
る
前
」は
地
方
の
旧
家
に
生
ま
れ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

た
昭
子
と
の
恋
愛
を
め
ぐ
り
、
村
の
名
士
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
つ
教
育
勅

語
信
奉
者
で
あ
る
、
頑
迷
な
昭
子
の
父
親
と
、「w

ild

でbrutal

な
愛
」

で
昭
子
に
迫
る
文
科
大
学
生
の
臨
一
郎
と
の
新
旧
思
想
の
対
立
を
描
い
た

戯
曲
。
臨
一
郎
は
「
煤
け
た
家
と
苔
で
読
め
な
い
墓
石
の
犠
牲
に
な
つ
て
、

あ
の
頑
迷
な
父
の
番
を
す
る
、
家
庭
と
い
ふ
牢
獄
へ
帰
る
か
、
水
を
渡
つ

て
自
由
な
明
い
生
活
の
待
つ
て
居
る
所
へ
行
く
か
、
選
択
は
自
由
で
す
」

と
昭
子
に
迫
る
が
、
昭
子
が
父
を
振
り
切
っ
て
家
を
出
る
決
意
が
で
き
な

い
の
を
見
か
ね
る
と
態
度
を
変
え
、
父
と
二
人
で
帰
る
こ
と
を
促
し
関
係

を
断
っ
て
し
ま
う
。

　

文
明
の
戯
曲
・
小
説
は
、
米
田
利
昭
（
一
九
六
六
）
が
「
彼
の
小
説
が

彼
の
実
生
活
の
問
題
を
常
に
主
題
と
し
て
居
」
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に

（
六
三
頁
）、
自
ら
の
経
験
を
題
材
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
米
田

（
一
九
六
六
）
に
よ
れ
ば
、
昭
子
の
モ
デ
ル
は
文
明
の
後
の
妻
、
塚
越
テ

ル
子
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
彼
女
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
父
の
も
と
で
育
て
ら

れ
、
東
京
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
女
子
学
院
に
入
学
後
、
十
年

間
の
寮
生
活
を
送
っ
た
。
塚
越
家
は
群
馬
高
崎
で
も
有
数
の
名
家
で
あ
り
、

厳
格
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
倫
理
主
義
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
境
遇
は
昭
子
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　

文
明
の
こ
う
し
た
創
作
姿
勢
は
、
新
思
潮
の
同
人
か
ら
も
「
井
出
は
自

分
の
経
験
を
懸
命
に
自
白
し
た
い
の
だ
さ
う
だ
」（「
編
輯
所
よ
り
」、
一
五
一

頁
）と
評
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、久
米
正
雄
が「
雪
来
る
前
」に
キ
ス
シ
ー

ン
が
何
度
も
登
場
す
る
こ
と
に
苦
言
を
呈
す
る
も
、
文
明
は
真
顔
で
「
だ

つ
て
ホ
ン
ト
な
ん
だ
か
ら
」
と
言
い
、
や
り
こ
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
（「
“TZSCH

A
LLA

PPO
K

O

”」、
一
五
三
頁
）。
文
明
が
こ
の

よ
う
に
か
た
く
な
に
自
ら
の
経
験
の
表
出
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
ヴ
ン
ト
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の
個
人
心
理
学
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
大
学
卒
業
後
の
文
明
が
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
上
に
連
載
し
た
「
短
歌

小
観
」
に
は
、「
直
接
経
験
」
の
語
り
を
理
想
と
し
た
彼
の
芸
術
観
が
う

か
が
え
る（

（
（

。

　

文
明
は
、
ま
ず
「（
一
）
単
純
化
と
い
ふ
こ
と
」（「
短
歌
小
観
」
一
）
で
、

芸
術
に
お
け
る
表
現
に
は
必
ず
「
単
純
化
」
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
て
い

る
と
述
べ
る
。「
単
純
化
」
と
は
「
意
思
作
用
の
稍
顕
著
に
働
く
統
覚

（A
pperception

）
の
働
き
に
基
礎
を
置
く
も
の
」
で
あ
り
、
混
沌
た
る

世
界
を
「
統
覚
」
を
と
お
し
て
「
一
の
渾
一
な
る
世
界
」
と
し
て
認
識
す

る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
（
六
頁
）。
文
明
は
、
こ
う
し
て
「
単
純
化
」
し
た

経
験
を
極
力
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
直
接
経
験
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、「
単
純
化
」
し
た
経
験
と

「
直
接
経
験
」
と
は
同
義
だ
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
し
て
「
単
純
化
」
し
た
経
験
に
は
「
聯
想
」
を
加
え
て

は
な
ら
な
い
と
い
う（「（
二
）聯
想
を
排
す
」）。
芸
術
活
動
に
お
け
る「
聯
想
」

は
受
容
し
た
経
験
に
二
次
的
に
付
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
聯
想
」
の

み
で
は「
統
一
あ
る
精
神
作
用
の
継
列
即
人
格
を
成
す
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
、「
聯
想
」
を
厳
し
く
退
け
る
（
七
頁
）。
文
明
は
、純
粋
な
「
直
接
経
験
」

の
表
出
こ
そ
が
理
想
の
芸
術
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
聯
想
」
の
芸
術
で
は
「
人
格
」
を
成
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
文
明
に
と
っ
て
芸
術
活
動
は
自
己
を
確

立
す
る
た
め
の
重
要
な
営
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
五　

藝
術
製
作

の
過
程
、
藝
術
活
動
の
特
色
」（「
短
歌
小
観
」
三
）
で
は
、
自
己
意
識
を
中

心
と
す
る
「
直
接
経
験
」
と
し
て
の
製
作
こ
そ
が
芸
術
の
価
値
で
あ
る
と

は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
文
明
に
と
っ
て
創
作
活
動
と
は
自
己
確
立
の
た

め
の
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

文
明
は
甲
之
に
導
か
れ
る
形
で
ヴ
ン
ト
心
理
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
個
人

心
理
学
は
、
自
己
確
立
の
思
想
を
形
成
す
る
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

「
直
接
経
験
」
の
表
出
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
い
わ
ば
表
現
者
の
経
験
と

そ
の
経
験
か
ら
表
現
者
が
何
を
感
じ
取
っ
た
の
か
を
見
せ
る
こ
と
が
芸
術

作
品
に
と
っ
て
は
肝
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
う
し

た
芸
術
上
の
理
想
は
、
短
歌
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う

か
。
次
節
で
は
、
ま
ず
短
歌
に
お
け
る
「
写
生
」
の
捉
え
方
を
と
お
し
て

彼
の
短
歌
観
を
確
認
し
た
後
、『
萬
葉
集
』
の
「
民
謡
」
に
い
か
な
る
姿

勢
で
臨
ん
で
い
た
の
か
を
見
て
み
た
い
。

四　

作
歌
の
た
め
の
「
民
謡
」
論

　
「
短
歌
に
於
け
る
写
生
」
は
、
文
明
の
短
歌
へ
の
姿
勢
が
端
的
に
表
さ

れ
た
初
期
の
歌
論
で
あ
る
。
正
岡
子
規
が
提
唱
し
、
左
千
夫
ら
が
受
け
継

い
だ
「
写
生
」
に
つ
い
て
の
立
ち
位
置
を
示
す
こ
と
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
中

で
自
ら
の
作
歌
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

文
明
は
こ
こ
で
、
ま
ず
「
写
生
」
を
「
外
界
（
即
客
観
）
か
ら
受
け
る

知
覚
表
象
に
重
き
を
お
く
藝
術
制
作
上
の
傾
向
」（
三
頁
）
と
定
義
し
た
う

え
で
、
単
な
る
技
巧
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
論
じ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
短
歌
は
も
と
も
と
「
民
謡
」
と
し
て
発
達
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
論
を
進
め
る
点
で
あ
る
。「
民
謡
」
で
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あ
る
か
ら
短
歌
に
は
一
定
の
普
遍
性
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は

芸
術
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。
文
明
は
、
短
歌
に
普
遍
性
を
宿
し
た
ま
ま

芸
術
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、「
写
生
」
を
用
い

よ
う
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
、
情
緒
を
取
扱
ふ
表
出
運
動
に
近
い

や
う
に
や
つ
た
よ
り
も
写
生
を
な
す
た
め
に
製
作
の
過
程
で
藝
術
家
が
製

作
の
素
材
に
結
び
つ
く
多
く
の
障
害
を
征
服
し
て
行
く
、
意
思
活
動
に
こ

そ
真
の
個
性
的
な
主
観
の
発
露
を
認
む
べ
き
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
八
頁
）。
こ
の
主
張
に
は
、
個
人
心
理
学
か
ら
得
た
自
己
確
立
の
思
想
と

と
も
に
、
文
明
の
短
歌
観
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
文
明
は
、
短
歌
に
誰
に

で
も
わ
か
る
普
遍
性
と
、
自
己
意
識
の
活
動
の
表
れ
で
あ
る
個
性
の
発
露

を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

文
明
は
、
こ
う
し
た
短
歌
観
を
用
い
て
『
萬
葉
集
』
の
「
民
謡
」
を
捉

え
よ
う
と
す
る
。
短
歌
と
い
う
詩
型
が
「
民
謡
」
を
起
源
と
し
て
い
る
以

上
、
最
も
古
い
歌
集
で
あ
る
『
萬
葉
集
』
に
「
民
謡
」
を
見
出
し
、
そ
こ

か
ら
学
ぼ
う
と
し
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
米
田

（
一
九
六
六
）
が
「
文
明
は
創
作
技
術
で
万
葉
を
照
し
、
同
時
に
万
葉
か

ら
創
作
技
術
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
創
作
上
の
探
求
あ
っ
て
は
じ

め
て
万
葉
集
の
研
究
も
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
考
証
の
た
め
の
考
証
、

所
謂
『
国
文
学
』
は
無
用
で
あ
っ
た
」（
二
二
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
は

正
鵠
を
射
て
い
る（

（1
（

。
文
明
に
と
っ
て
、「
民
謡
」
の
研
究
は
作
歌
を
続
け

る
限
り
必
要
な
営
み
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
、
文
明
は
な
ぜ
短
歌
は
元
来
「
民
謡
」
で
あ
っ
た
と

主
張
す
る
の
だ
ろ
う
か
。『
萬
葉
集
』
の
「
民
謡
」
を
本
格
的
に
論
じ
よ

う
と
し
た
「
萬
葉
集
中
民
謡
の
研
究
」
で
も
、「
民
謡
」
が
一
定
の
作
者

な
し
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
民
族
主
義
の
論
拠
に
頼
つ
て

居
る
と
丈
言
明
し
て
置
き
た
い
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
そ
の
根
拠
に
つ
い

て
説
明
し
よ
う
と
は
し
な
い
。

　

こ
こ
で
、
再
度
ヴ
ン
ト
心
理
学
を
参
照
し
て
み
た
い
。
前
節
で
述
べ
た

よ
う
に
、
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
は
個
人
の
意
識
を
対
象
と
す
る
個
人
心
理
学

と
、
自
然
発
生
的
な
人
間
集
団
（
民
族
）
の
精
神
的
産
物
を
対
象
と
す
る

民
族
心
理
学
と
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
に
つ
い
て
は
彼
の
学

生
時
代
か
ら
卒
業
直
後
の
芸
術
論
に
そ
の
影
響
が
う
か
が
え
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
民
族
主
義
の
論
拠
」
と
は
、
後
者
の
民
族
心

理
学
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。

　

ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学
は
、
個
人
心
理
学
の
方
法
で
は
解
明
で
き
な
い
、

つ
ま
り
個
人
の
直
接
経
験
に
還
元
で
き
な
い
心
理
過
程
を
研
究
す
る
た
め

の
も
の
で
、
集
団
生
活
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
た
精
神
的
産
物
（
道
徳
・
神

話
・
宗
教
・
言
語
な
ど
）
を
対
象
と
し
、
そ
こ
に
現
れ
る
「
民
族
心
」
＝

各
個
人
が
共
同
生
活
を
し
て
い
る
中
で
生
ま
れ
る
精
神
作
用
の
分
析
を
目

的
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

文
明
は
、「
萬
葉
集
中
民
謡
の
研
究
」
で
「
民
謡
」
の
「
藝
術
的
価
値
」

を
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
「
民
謡
の
価
値
は
、
そ
れ

が
最
よ
く
発
達
す
る
に
適
し
て
居
た
素
朴
の
時
代
の
類
型
を
表
し
て
居
る

た
め
」
で
あ
り
（
二
四
頁
）、「
民
謡
」
が
「
そ
の
根
本
に
生
命
に
力
を
宿

し
て
居
る
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
二
五
頁
）。「
民
謡
」
に
特
定
の
作
者
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を
認
め
ず
、
そ
こ
に
現
れ
た
「
生
命
」
の
「
力
」
を
見
出
そ
う
と
い
う
発

想
は
、
民
族
心
理
学
に
示
唆
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
文
明
の
論
は
「
民
族
心
」、
つ
ま
り
「
民
謡
」
の
「
素
朴
」

さ
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
よ
う
と
は

し
な
い
。
む
し
ろ
、「
民
謡
」
に
潜
む
「
個
性
」
か
ら
学
び
、
現
代
の
読

者
が
真
に
個
性
的
な
芸
術
を
樹
立
す
る
糧
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主

張
す
る
。
つ
ま
り
、
類
型
的
で
は
あ
っ
て
も
そ
の
中
に
個
性
を
宿
し
て
い

る
『
萬
葉
集
』
の
「
民
謡
」
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
作
歌
の
参
考
に
し
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
民
族
心
理
学
の
発
想
か
ら
出
発
し
つ
つ
も
、
文
明

の
関
心
は
「
民
謡
」
に
現
れ
る
「
素
朴
」
さ
の
具
体
的
な
分
析
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
作
歌
に
資
す
る
表
現
の
探
求
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
萬
葉
集
私
見　

一　

巻
四
所
載
人
麿
歌
」
を
見
て
み
よ
う
。

少
女
等
が
袖
ふ
る
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
時
ゆ
思
ひ
き
吾
は

�

（
巻
四
・
五
〇
一　

柿
本
人
麻
呂
）

処を
と
め女
等ら

を
袖そ
で
ふ
る
や
ま

振
山
の
水
垣
の
久
し
き
時
ゆ
念お
も

ひ
き
吾わ

れ等
は（

（1
（

�

（
巻
十
一
・
二
四
一
五　

柿
本
人
麻
呂
歌
集
）

　

文
明
は
こ
の
二
首
を
比
較
し
た
上
で
、
二
四
一
五
番
歌
が
五
〇
一
番
歌

よ
り
も
古
い
歌
で
あ
る
と
す
る
『
古
事
記
伝
』
の
説
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

「
単
純
に
歴
史
的
年
代
の
前
後
と
す
る
と
そ
の
證
明
は
面
倒
に
な
ら
う
が
、

民
族
心
発
展
の
段
階
の
上
下
と
し
て
見
れ
ば
有
意
義
で
は
な
い
か
と
思

ふ
」
と
述
べ
、「
序
詞
を
中
心
感
興
と
し
て
成
立
し
て
居
る
こ
の
歌
の
如

き
は
、
素
樸
で
あ
り
、
類
型
的
で
あ
る
点
」
に
お
い
て
、
人
麻
呂
歌
よ
り

も
「
心
理
的
に
『
古
い
』
と
云
ひ
得
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た

「
民
謡
」
は
個
性
的
な
人
麻
呂
歌
に
比
し
て
「
素
樸
平
常
な
民
族
の
心
」

が
見
出
せ
る
と
し
、
巻
一
・
二
の
人
麻
呂
歌
を
頂
点
と
し
て
、「
民
謡
」
は

そ
う
し
た
も
の
の
崩
れ
た
形
で
あ
る
と
す
る
反
面
、「
民
謡
」
中
に
も
「
抒

情
詩
と
し
て
の
短
歌
の
故
郷
」
と
言
う
べ
き
作
が
存
す
る
と
述
べ
る
（
以
上
、

四
一
頁
）。

　

類
歌
の
関
係
に
あ
る
二
首
の
先
後
を
「
民
族
心
」
と
い
う
点
で
判
断
し

よ
う
と
し
、
そ
こ
に
「
素
樸
平
常
な
民
族
の
心
」
を
見
出
す
の
は
、
や
は

り
民
族
心
理
学
の
発
想
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
序
詞
を
中
心
感
興
と
し
て

成
立
し
て
居
る
」
と
い
う
評
か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
、「
民
謡
」
か

否
か
は
歌
の
表
現
か
ら
判
断
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
二
四
一
五
番
歌
は

「
素
朴
」「
類
型
的
」
で
「
抒
情
詩
と
し
て
の
短
歌
の
故
郷
」
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
る
が
、
そ
の
素
朴
さ
や
類
型
性
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
具
体
的

な
説
明
は
な
い
。

　

文
明
の
「
民
謡
」
研
究
は
、「
民
族
」
精
神
の
解
明
や
「
民
謡
」
を
う

た
う
「
民
族
」
を
祖
先
と
し
て
崇
拝
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
歌
作
の
材
料
を
探
求
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

五　
「
民
謡
」
の
作
者
層

　

前
節
で
は
一
九
二
〇
年
代
の
文
明
の
論
考
を
中
心
に
、
ヴ
ン
ト
の
民
族

心
理
学
の
発
想
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、作
歌
の
た
め
に
『
萬
葉
集
』
の
「
民

謡
」
を
論
じ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
く
一
九
三
〇
年
代
は
、

一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
年
）
に
書
き
始
め
た
『
私
注
』
に
つ
な
が
る
論

考
が
次
々
と
発
表
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
『
私
注
』
が
「
歌
を
作
る
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人
の
た
め
」（『
私
注
』
一
「
後
記
」、
一
五
六
頁
）
の
注
釈
と
し
て
構
想
さ
れ

た
点
は
、前
項
で
述
べ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。文
明
に
と
っ
て
、『
萬

葉
集
』
は
あ
く
ま
で
作
歌
の
資
料
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
文
明
の
『
萬
葉
集
』
論
の
中
で
も
、『
萬
葉
集
』

の
作
者
層
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
文
明
は
、

『
萬
葉
集
』
の
作
者
が
極
め
て
限
定
さ
れ
た
階
層
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を

こ
の
時
期
に
既
に
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

文
明
は
「
萬
葉
集
歌
人
の
研
究
」
に
お
い
て
、『
萬
葉
集
』
の
作
者
層

は
広
い
よ
う
に
見
え
て
実
は
「
極
限
さ
れ
た
世
界
に
、
極
限
さ
れ
た
作
者

が
、
極
限
さ
れ
た
る
方
向
に
向
つ
て
動
い
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
」（
三
〇
七

頁
）
と
述
べ
る
。
確
か
に
「
乞
食
」・「
遊
行
女
婦
」・「
農
民
」・「
漁
夫
」・

「
東
国
人
」・「
筑
紫
人
」
な
ど
様
々
な
社
会
的
階
層
の
人
物
が
い
る
が
、

こ
う
い
っ
た
作
者
達
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
条
件
の
も
と
で
『
萬
葉
集
』

の
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
萬
葉
集
』

の
作
者
た
ち
は
、
各
々
が
貴
族
を
中
心
と
す
る
集
団
、
具
体
的
に
は
天
皇

や
そ
の
周
辺
の
宮
廷
歌
人
、
そ
し
て
大
伴
氏
を
中
心
と
し
た
集
団
と
関
連

を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
社
会
的
階
層
の
低
い
作
者
は
こ
う
し
た
貴
族

と
の
関
わ
り
の
中
で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
上
は
天
皇
か
ら
、
下
は
乞
食
ま
で
」
と
い
う
よ

う
な
、
時
代
の
「
定
説
」
と
は
一
線
を
画
す
る
見
解
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』

の
作
者
層
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
既
に
ア
ラ
ラ
ギ
内
で
も
赤
彦
が

一
九
二
〇
年
代
に
「
作
者
は
、
皇
帝
皇
后
よ
り
農
夫
漁
夫
、
大
臣
も
将
軍

も
あ
れ
ば
防
人
（
今
の
守
備
兵
二
等
卒
と
い
ふ
所
で
す
）
も
資
人
（
官
人

使
役
の
従
者
で
す
）
も
あ
り
、
下
つ
て
は
遊
行
婦（
マ
マ
）女

（
昔
の
藝
妓
で
す
）

も
あ
り
、
乞
食
も
あ
る
と
い
ふ
や
う
に
、
す
べ
て
の
階
級
を
通
じ
て
の
人

が
、
必
然
の
衝
迫
か
ら
赤
裸
々
の
人
間
と
な
つ
て
歌
ひ
あ
げ
て
ゐ
る
」（
島

木
赤
彦
〈
一
九
二
四
〉、
七
頁
）
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。
文
明
の
考
え
る

作
者
層
は
、
そ
う
し
た
「
定
説
」
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
文
明
は
、
特
に
作
者
未
詳
歌
＝
「
民
謡
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

貴
族
と
の
関
連
無
し
に
は
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

巻
十
四
の
東
歌
が
東
方
諸
国
の
庶
民
階
級
の
手
に
成
つ
た
と
考
へ
ら

れ
る
外
、
九
州
北
越
等
諸
地
方
人
の
手
に
な
つ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と

の
明
か
な
作
品
も
若
干
含
ま
れ
、
又
乞
食
者
等
の
作
品
と
伝
ふ
る
も

の
も
存
し
て
居
る
が
、
大
部
分
は
京
都
中
心
の
比
較
的
狭
い
上
層
階

級
の
、
限
ら
れ
た
る
範
囲
に
於
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は

れ
る
。（
中
略
）
そ
れ
に
し
て
も
萬
葉
集
の
作
者
未
詳
歌
を
成
立
せ

し
め
た
集
団
の
精
神
生
活
が
、
広
範
囲
を
包
含
し
て
居
る
と
は
思
は

れ
な
い
の
で
あ
る
。

�

（「
萬
葉
集
中
の
民
謡
に
就
い
て
二
三
」、
一
九
七
―
一
九
八
頁
）

　

東
歌
な
ど
少
数
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、「
民
謡
」
の
大
部
分
は
都
の

上
流
階
級
の
手
に
よ
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
「
民
謡
」
は
ご
く

限
定
的
な
集
団
の
精
神
生
活
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
明
が
「
民
謡
」
に
特
別
な
価
値
を
置
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
東
歌
さ
え
も
「
東
歌
を
本
集

の
代
表
的
な
も
の
と
し
、
或
は
集
中
第
一
級
の
作
品
と
見
る
説
に
は
、
必

ず
し
も
、
賛
同
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
」（『
私
注
』
七
「
後
記
」、
四
一
三
頁
）
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と
述
べ
、
神
聖
視
し
な
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

　

文
明
が
時
代
の
「
定
説
」
と
は
異
な
る
見
方
が
で
き
た
の
は
、『
萬
葉
集
』

を
作
歌
の
た
め
の
資
料
と
し
て
見
る
態
度
を
徹
底
さ
せ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
立
場
は
、
同
じ
ア
ラ
ラ
ギ
内
部
で
も
、
例
え
ば
赤
彦
や
茂

吉
と
は
大
き
く
異
る
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
文
明
は
、「
こ
れ
ら
の
人

達
の
萬
葉
集
に
対
す
る
考
へ
方
は
、
い
つ
も
製
作
と
こ
ん
が
ら
が
つ
て
ゐ

る
か
ら
、
非
常
に
不
合
理
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」（「
子
規
及
び
そ
の
後
続

者
た
ち
の
萬
葉
観
」、
四
三
三
頁
）
と
述
べ
、
彼
ら
と
の
立
場
の
違
い
を
強
調

し
て
い
る
。「
民
謡
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て
も
、「
民
謡
」
を
神
聖
視
し
た

赤
彦
と
自
分
と
は
考
え
が
異
な
る
と
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
（「
子
規
の
萬
葉

観　

作
者
と
学
者
の
観
点
の
相
違
」）。

　

子
安
宣
邦
（
一
九
九
七
）
は
、
明
治
期
に
お
い
て
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人

に
よ
る
和
歌
革
新
運
動
の
中
で
、『
萬
葉
集
』
に
上
か
ら
下
に
至
る
ま
で

全
て
の
人
々
が
真
摯
な
心
を
も
っ
て
歌
っ
て
い
た
「
民
族
的
・
国
民
的
歌

集
」
と
し
て
の
性
格
が
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。『
萬
葉
集
』

を
「
国
民
的
歌
集
」
と
し
て
理
想
化
す
る
赤
彦
や
茂
吉
が
「
民
謡
」
に
注

目
し
た
の
は
、
名
も
な
き
「
民
衆
」
で
す
ら
も
現
実
に
即
し
た
真
摯
な
態

度
で
歌
を
う
た
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い（
（1
（

。

　

民
族
心
理
学
を
学
ん
だ
文
明
に
と
っ
て
、「
民
族
」・「
民
衆
」
が
共
同

し
て
作
り
出
し
た
精
神
的
産
物
で
あ
る
「
民
謡
」
に
「
民
族
性
」
を
見
る

こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
民
族
」
や
「
民
衆
」
を
自
明
な
も
の

と
し
て
『
萬
葉
集
』
に
臨
む
点
で
、
文
明
も
ま
た
『
萬
葉
集
』
が
「
国
民

的
歌
集
」
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
者
の
一
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、そ
こ
に
は
赤
彦
や
茂
吉
の
よ
う
に
「
民
族
」
の
原
郷
と
し
て
『
萬

葉
集
』
を
理
想
化
す
る
姿
勢
は
見
い
だ
せ
な
い
。『
萬
葉
集
』
を
徹
底
し

て
短
歌
実
作
の
資
料
と
し
て
扱
う
態
度
は
、
近
代
の
『
萬
葉
集
』
享
受
者

の
中
で
文
明
を
独
特
な
位
置
に
あ
ら
し
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
文
明
の
戦
前
の
言
説
を
中
心
に
、『
私
注
』
の
「
民
謡
」
論
が

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
見
て
き
た
。
文
明
は
甲
之
に
導
か
れ
る

形
で
『
萬
葉
集
』
を
読
み
始
め
た
。
特
に
そ
の
「
民
謡
」
論
は
文
明
の
「
民

謡
」
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
文

明
は
甲
之
が
拠
り
所
と
し
た
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
を
も
摂
取
し
、
自
ら
の
歌

論
や
『
萬
葉
集
』
論
の
基
礎
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

文
明
の
「
民
謡
」
論
の
形
成
に
は
、
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学
に
示
唆
を

受
け
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
民
族
心
理

学
が
、
あ
る
精
神
的
産
物
を
生
み
出
し
た
民
族
の
共
通
の
心
理
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
文
明
の
「
民
謡
」
論
は
具

体
的
に
い
か
な
る
「
民
族
心
」
が
個
々
の
「
民
謡
」
か
ら
う
か
が
え
る
の

か
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。

　

そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
「
民
謡
」
や
『
萬
葉
集
』
を
自
ら
の
作
歌
の
資
料

と
し
て
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ン
ト
心
理
学
を
発
想
の
起
点
と
し
な

が
ら
も
、
そ
の
分
析
は
ど
こ
ま
で
も
作
歌
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

『
萬
葉
集
』
の
作
者
は
極
め
て
限
定
さ
れ
た
階
級
に
属
す
る
者
た
ち
で
あ
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る
と
い
う
時
代
の
「
定
説
」
と
は
異
な
る
見
解
に
至
っ
た
の
は
、
こ
の
よ

う
な
徹
底
し
た
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、「
民
族
心
」
と
い
う
概
念
を
無
前
提
に
持
っ
て
い
た
文
明

に
と
っ
て
、
戦
争
へ
と
向
か
う
時
勢
に
応
じ
て
次
第
に
『
萬
葉
集
』
が
「
民
族
精

神
」
を
表
わ
す
古
典
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
（
小
松
〈
二
〇
二
一
〉、

一
八
頁
）
に
対
す
る
疑
問
は
生
ま
れ
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
萬
葉
集
』
を
歌
作
の
材
料
と
捉
え
続
け
る
姿
勢
が
、
戦
争
加
担

者
で
あ
る
と
は
い
え
、
文
明
を
微
妙
な
位
置
に
立
た
し
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
を
用
意
し
た
い
が
、
本
稿
に
よ
っ

て
文
明
の
『
萬
葉
集
』
観
に
つ
い
て
基
礎
的
考
察
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

注（
1
）	

土
屋
文
明
の
経
歴
・
業
績
は
吉
村
睦
人
（
一
九
九
一
・
一
九
九
四
）
及
び

宮
地
伸
一
・
伊
藤
安
治
（
一
九
九
一
・
一
九
九
四
）
を
主
に
参
照
し
た
。

（
2
）	『
萬
葉
集
私
注
』
全
二
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
四
九
―
一
九
五
六
年
刊
。

後
、『
私
注
』
刊
行
と
並
行
し
て
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
投
稿
し
続
け
て
い
た
『
私

注
』
の
補
正
稿
や
講
演
録
、
論
文
な
ど
を
収
め
た
補
巻
を
備
え
、
全
十
巻

の
合
冊
本
と
し
て
一
九
六
九
―
一
九
七
〇
年
に
同
出
版
社
か
ら
再
版
。
さ
ら

に
そ
の
後
、
改
稿
を
加
え
た
新
訂
版
全
十
巻
（
補
巻
含
む
）
を
一
九
七
六

―
一
九
八
二
年
に
同
出
版
社
か
ら
刊
行
し
た
。

（
3
）	

な
お
、
信
綱
は
、
佐
佐
木
（
一
九
二
七
）
に
お
い
て
巻
十
一
・
十
二
・ 

十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
六
に
つ
い
て
、「
専
門
歌
人
よ
り
は
、
寧
ろ
当
時

の
国
民
一
般
の
作
と
い
ふ
に
重
き
を
お
い
て
、
換
言
す
れ
ば
、
民
謡
集
と

し
て
見
る
場
合
」（
三
七
頁
）
に
属
す
る
巻
と
述
べ
て
い
た
。

（
4
）	

文
明
と
『
萬
葉
集
』
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
萬
葉
集
を
読

み
は
じ
め
た
頃
」
参
照
。

（
5
）	「
和
歌
入
門
」
は
、
第
二
巻
第
一
号
を
除
き
第
一
巻
第
四
号
か
ら
第
二
巻

第
二
号
（
一
九
〇
八
年
五
月
―
一
九
〇
九
年
三
月
）
で
連
載
さ
れ
た
。
な
お
、

文
明
が
見
た
甲
之
の
連
載
は
、
具
体
的
に
は
『
ア
カ
ネ
』
第
一
巻
第
四
号

掲
載
の「
和
歌
入
門
」で
あ
ろ
う（
三
井〈
一
九
〇
八
ｂ
〉）。
こ
こ
に
は『
萬

葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
歌
学
全
書
本
や
『
略
解
』、『
萬
葉
代
匠
記
』、『
萬

葉
集
古
義
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
萬
葉
集
を
読
ん
で
其
口
調
と
単

語
と
を
覚
え
て
自
分
の
思
つ
て
居
る
こ
と
を
歌
ふ
こ
れ
が
今
日
最
も
確
実

な
作
歌
の
方
法
で
あ
る
」（
五
一
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
6
）
ヴ
ン
ト
心
理
学
に
つ
い
て
は
須
藤
新
吉
（
一
九
一
五
）
や
宮
城
音
弥

（
一
九
七
九
）「
ヴ
ン
ト
」
項
（
一
九
頁
）
を
参
照
。

（
7
）
木
下
（
二
〇
一
八
）。
な
お
、「
和
歌
入
門
」
で
も
「
五　

直
接
の
深
い

経
験
を
詠
ず
べ
し
」
と
い
う
節
を
立
て
（
三
井
〈
一
九
〇
八
ａ
〉、）、「
平

生
よ
り
も
強
い
趣
味
感
興
刺
激
を
与
ふ
る
や
う
な
時
、
活
溌
に
深
く
胸
に

湧
き
目
に
映
じ
耳
に
響
き
来
る
所
を
歌
ふ
べ
き
で
あ
る
」（
五
三
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。

（
8
）
文
明
は
一
九
二
五
年
（
大
正
十
四
年
）
か
ら
十
一
年
間
、
心
理
学
・
倫
理

学
を
日
本
医
科
大
学
で
講
師
と
し
て
教
え
て
い
た
（
吉
村
〈
一
九
九
一
〉）。

文
明
に
は
心
理
学
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
た
述
作
が
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
学

生
に
講
義
を
で
き
る
だ
け
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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（
9
）
な
お
、文
明
の
卒
業
論
文
の
題
目
は
、「
藝
術
活
動
に
於
け
る
意
志
」（『
哲

学
雑
誌
』
三
五
一
、一
九
六
一
・
五
）
で
あ
っ
た
。「
短
歌
小
観
」
は
、
そ
の

内
容
か
ら
推
す
に
こ
の
卒
論
を
分
載
し
た
も
の
か
。

（
10
）
横
山
季
由
（
二
〇
二
〇
）
も
同
様
（
一
八
九
頁
）。

（
11
）桑
田
芳
蔵（
一
九
一
八
）、宮
城（
一
九
七
九
）「
民
族
心
理
学
」項（
二
三
一

頁
）
を
参
照
。

（
12
）
二
四
一
五
番
歌
の
本
文
は
寛
永
版
本
に
よ
る
。
私
に
漢
字
か
な
交
じ
り

の
文
に
改
め
た
。

（
13
）
小
松
靖
彦
（
二
〇
二
一
）
に
よ
れ
ば
、文
明
の
他
に
一
九
三
〇
年
代
に
『
萬

葉
集
』
が
貴
族
階
級
の
人
々
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
人
物
と
し

て
半
田
良
平
〔
一
八
八
七
―
一
九
四
五
〕
が
い
る
。
良
平
は
東
京
帝
大
英

文
学
科
出
身
で
、
窪
田
空
穂
に
師
事
し
た
歌
人
。
文
明
と
同
様
に
国
文
学

科
出
身
で
な
い
者
の
同
時
期
の
発
言
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
14
）
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
た
ち
の
「
民
謡
」
を
め
ぐ
る
立
場
の
差
異
に
つ
い

て
は
、
品
田
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。

※　

�

本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
書
き
分
け
る
必
要
の
あ
る
字
を
除
い
て
通
行

字
体
を
使
用
し
、
ル
ビ
・
圏
点
は
必
要
に
応
じ
て
取
捨
選
択
を
し
た
。

※　

�『
萬
葉
集
』
本
文
の
引
用
は
、
行
論
中
言
及
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作

に
用
い
ら
れ
て
い
る
本
文
に
よ
り
、
旧
国
歌
大
観
番
号
を
補
っ
た
。

※　

�『
私
注
』
本
文
の
引
用
は
合
冊
本
版
を
参
照
し
た
う
え
で
新
訂
版
を
用
い

た
。
引
用
中
の
巻
数
・
頁
数
も
新
訂
版
に
よ
る
。

※　

�

本
稿
で
言
及
し
た
土
屋
文
明
の
作
品
・
論
文
・
著
作
の
書
誌
は
以
下
の
と

お
り
。

「
雪
来
る
前
」
＝
『
新
思
潮
』
創
刊
号
・
二
、一
九
一
四
・
二
、一
一
五
―

一
三
〇

「
短
歌
小
観
」
一
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
七
・
十
、一
九
一
四
・
十
一
、六
―
十
二

「
短
歌
小
観
」
三
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
八
・
二
、一
九
一
五
・
二
、五
―
八

「
短
歌
に
於
け
る
写
生
」
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
九
・
二
、一
九
一
六
・
二
、二
―

八

「
萬
葉
集
中
民
謡
の
研
究
」
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
十
・
四
、一
九
一
七
・
四
、

二
四
―
二
五

「
短
歌
入
門　

二
、
言
語
の
類
性
と
詩
の
個
性
」
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
十
二
・

二
、一
九
一
八
・
二
、五
三
―
五
四

「
萬
葉
集
私
見　

一　

巻
四
所
載
人
麿
歌
」
＝
『
萬
葉
集
私
見
』、
岩
波
書
店
、

一
九
四
三
、三
八
―
四
四
（
初
出
＝
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
二
一・
三
、

一
九
二
八
・
三
）

「
萬
葉
集
歌
人
の
研
究
」
＝
同
前
、
三
〇
四
―
三
二
五
（
初
出
＝
『
日
本

文
学
講
座
』
七
〈
改
造
社
、
一
九
三
四
〉。
後
、『
萬
葉
集
総
釈
』
一

〈
楽
浪
書
院
、
一
九
三
五
〉
に
収
載
）

「
萬
葉
集
中
の
民
謡
に
就
い
て
二
三
」
＝
同
前
、
一
九
五
―
二
一
四
（
初

出
＝
法
政
大
学
日
本
精
神
史
学
会
編
『
日
本
精
神
史
論
纂
』
一
、
岩

波
書
店
、
一
九
三
五
）

「
新
し
き
日
本
」
＝
『
山
下
水
』、
青
磁
社
、
一
九
四
八
（
初
出
＝
「
新
日

本
建
設
の
歌
」
と
し
て
『
読
売
報
知
』
朝
刊
〈
一
九
四
五
・
九
・
九
、

二
面
〉）



─ 68 ─

「
子
規
の
萬
葉
観　

作
者
と
学
者
の
観
点
の
相
違
」
＝
『
萬
葉
集
私
注
』

新
訂
版
十
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
、二
九
九
―
三
〇
六
（
一
九
五
四

年
十
一
月
七
日
、
伊
勢
市
小
学
校
に
お
け
る
上
伊
那
教
育
会
主
催
講

演
会
の
筆
録
）

「
萬
葉
集
を
読
み
は
じ
め
た
頃
」
＝
同
前
、
三
六
一
―
三
六
四
（
初
出
＝

高
木
市
之
助
［
ほ
か
］〈
校
注
〉『
萬
葉
集
』
一
〈『
日
本
古
典
文
学

大
系
』
四
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
〉
月
報
）

「
子
規
及
び
そ
の
後
続
者
た
ち
の
萬
葉
観
」＝
同
前
、四
二
〇
―
四
三
四（
初

出
＝
『
萬
葉
』
三
一
、一
九
六
一
・
一
）

「
折
り
折
り
の
人　

三
井
甲
之
」＝『
朝
日
新
聞
』東
京
・
夕
刊
、
一
九
六
六
・ 

一
・
二
七
、五
面

『
萬
葉
集
私
注
』
新
訂
版
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
―
一
九
八
二

引
用
文
献

木
下
宏
一
（
二
〇
一
八
）「
三
井
甲
之
の
学
問
と
思
想　

反
漱
石
と
ヴ
ン
ト
心
理

学
の
受
容
」、『
国
文
学
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』、
三
元
社
、
八
八
―
一
二
三
、

第
二
章
第
一
節

桑
田
芳
蔵
（
一
九
一
八
）『
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学
』、
文
明
書
院

小
松
靖
彦
（
二
〇
二
一
）『
戦
争
下
の
文
学
者
た
ち
―
―
『
萬
葉
集
』
と
生
き
た

歌
人
・
詩
人
・
小
説
家
』、
花
鳥
社

子
安
宣
邦
（
一
九
九
八
）「
賀
茂
真
淵
・
万
葉
的
世
界
の
表
象
―
―
文
化
的
同
一

性
形
成
の
言
説
」、『
江
戸
思
想
史
講
義
』、
岩
波
書
店
（
本
稿
は
岩
波
現
代

文
庫
版
〈
二
〇
一
〇
、二
五
九
―
二
九
三
、
第
八
章
〉
に
よ
っ
た
）

佐
佐
木
信
綱
（
一
九
二
七
）『
増
訂　

和
歌
史
の
研
究
』、
京
文
堂

―
―
―
―
―
（
一
九
五
一
）『
評
釈
萬
葉
集
』
四
（『
佐
佐
木
信
綱
全
集
』
四
）、

六
興
出
版
社

品
田
悦
一
（
二
〇
〇
一
）「
民
族
の
原
郷
―
―
国
民
歌
集
の
刷
新
と
普
及
」、『
万

葉
集
の
発
明
』、
新
曜
社
、
一
八
五
―
三
一
〇
、
第
三
章

―
―
―
―
（
二
〇
〇
五
）「
東
歌
・
防
人
歌
論
」、『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作

品
』
十
一
、
和
泉
書
院
、
一
―
二
八

島
木
赤
彦
（
一
九
二
四
）『
歌
道
小
見
』、
岩
波
書
店

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
（
一
九
九
七
）『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
七
三
、

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所

須
藤
新
吉
（
一
九
一
五
）『
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
』、
内
田
老
鶴
圃

武
田
祐
吉
（
一
九
五
〇
）『
萬
葉
集
全
註
釈
』
九
、
改
造
社

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
（
一
九
八
六
）『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
一
、

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会

二
宮
冬
鳥
（
一
九
四
六
）「
敗
歌
」、『
短
歌
研
究
』
三
・
四
、六
四

三
井
甲
之
（
一
九
〇
七
）『
萬
葉
集
論
』（『
三
井
甲
之
存
稿
』〈
三
井
甲
之
遺
稿

刊
行
会
、
一
九
六
九
〉
に
よ
る
）

―
―
―
―
（
一
九
〇
八
ａ
）「
柿
本
人
麿
の
生
活
と
作
歌
」、『
ア
カ
ネ
』
一
・
四
、

一
―
一
三

―
―
―
―
（
一
九
〇
八
ｂ
）「
和
歌
入
門
」、『
ア
カ
ネ
』
一
・
四
、五
〇
―
五
三

―
―
―
―
（
一
九
〇
八
ｃ
）「
萬
葉
集
中
の
民
謡
」、『
ア
カ
ネ
』
一
・
八
、一
五
―

一
九

―
―
―
―
（
一
九
〇
九
）「
萬
葉
集
の
研
究
に
就
て
」、『
ア
カ
ネ
』
二
・
五
、一
七
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―
一
八

宮
城
音
弥
（
一
九
七
九
）『
岩
波
心
理
学
小
辞
典
』、
岩
波
書
店

宮
地
伸
一
・
伊
藤
安
治
（
一
九
九
一
）「
土
屋
文
明
著
作
目
録
」、『
ア
ラ
ラ
ギ
』

八
四
・
十
、一
六
六
―
二
三
二

―
―
―
―
―
―
―
―
―
（
一
九
九
四
）「
土
屋
文
明
著
作
目
録
補
正
」、『
ア
ラ
ラ

ギ
』
八
七
・
三
、七
八
―
八
五

横
山
季
由
（
二
〇
二
〇
）『
ア
ラ
ラ
ギ
の
系
譜
』、
現
代
短
歌
社

吉
村
睦
人
（
一
九
九
一
）「
土
屋
文
明
年
譜
」、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
八
四
・
十
、五
―

二
四

―
―
―
―
（
一
九
九
四
）「
土
屋
文
明
年
譜
補
正
」、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
八
七
・
三
、

七
六
―
七
七

米
田
利
昭
（
一
九
六
六
）『
土
屋
文
明
―
―
短
歌
の
近
代
―
―
』、
勁
草
書
房

「
編
輯
所
よ
り
」、『
新
思
潮
』
創
刊
号
・
二
、一
五
一
―
一
五
二

「
“TZSCH

A
LLA

PPO
K

O

”」、『
新
思
潮
』
創
刊
号
・
二
、一
五
三
―
一
五
四

〈
附
記
〉
本
稿
は
二
〇
二
一
年
五
月
十
五
日
開
催
の
第
27
回
戦
争
と
萬
葉
集
研
究

会
（
於W

ebex

）
に
お
け
る
同
題
の
発
表
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
え
の
き
ど
し
ょ
う
ご
／
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員D

C1

）


